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いつも温かく迎えていただき、ありがとう 

ございます。カード遊びや卓球、クリスマス 

などの季節のイベント、ピザ作り･ギター 

教室など楽しく過ごさせていただいています。 

（利用者ｈさんより） 
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「子育てサロン箕田」 

長引くコロナ禍の中、制限が解除されながらの

サロン開放でしたが、子ども達の元気に過ごす姿

を近くで見られ、成長を感じられた事を嬉しく思 

います。 

イベントも少しずつですが開催し、クリスマスに

はウクレレ演奏に合わせ親子でクリスマスソングを 

楽しみました。 

人数制限もなくなり、賑やかさが戻りつつありま

すが、引き続き安心して利用してもらえるよう室

内環境を徹底し、楽しく過ごせるサロン作りをし

ていきたいと思います。（スタッフ S さんより） 

「１０年目を迎えます」                代表  友永 幸子 
今年は、NPO法人として活動を始めて、10年目を迎えます。ここまで、継続してこられたのも、ご協力してくだ

さった方々のお陰と感謝申し上げます。 

今までも、子育て支援は親支援という理念のもと、子育てに悩まされている方たちに対し、相談業務を中心に

様々な事業を展開してきました。今年は初心に戻り、初めての育児から困っている親子への支援を強化していき

たいと考えます。 

子どもが０才ならば、親としても０才なのです。一緒に、子育てをサポートし、共に成長していくために、これから

も保護者の方へ、サロン運営という形で居場所を提供していきます。 

乳幼児期から思春期以降も、子育てに終わりはありません。ずっと、サポートしていきます。 

この世に生まれ、生きている。ただ、生きているだけで素晴らしいのです。生まれたことは奇跡です。命の大切さ

に気付いて、愛おしんでください。できないことを数えるのではなく、できていることに目を向けましょう。 
 

   

 

202２年度 事業報告 
 

 2/24スタッフ学習会  

『発達の見方、子どもの味方』 

講師 東京成徳大学 応用心理学部 教授 

石﨑一記先生
・おしゃべりサロン  毎月第 2土曜日     (15名) 

・パラデロ      毎週月・木曜日    (324名) 

・パラデロカフェ   月 2回            (42名) 

・鴻巣市地域子育て支援拠点サロン(委託事業) 

毎週火～木曜日   (861組・1,780名) 

・学習会（保護者、支援者向け学習会） 

(7/2、2/24）  (20名) 

・人権研修会参加         (12/10)      (6名) 

・子育てフェスタ及びサマーフェスティバル参加協力 

                         (5/5・12組) 

 (7/9・ 8組) 

・個別相談カウンセリング              (5名)

（ ）は利用者数

・おしゃべりサロン     第２土曜日  毎月１回 

6/10、7/8、9/9、10/14、11/11、12/9、1/13、2/10、3/9 （８月はお休み） 

・パラデロ     不登校等の子どものための居場所事業（協働） 

毎週月・木曜日  週２回（鴻巣市箕田  石﨑邸、または公共施設） 

(対象)不登校等の子どもと保護者※日程（必要に応じて長期休業中も追加） 

・パラデロカフェ  不登校等の子どもの保護者、地域の保護者のための癒しと学びの居場所事業 

毎月第２、４月曜日  月 2回 

（鴻巣市箕田  石﨑邸または公共施設） 

・鴻巣市地域子育て支援拠点サロン(委託事業)     毎週火～木曜日 

（対象）市内の乳幼児と保護者（箕田児童センターにて） 

・学習会、人権研修会参加     9月～12月開催予定 

（対象）鴻巣市近隣の保護者、支援者（公共施設にて） 

・サマーフェスティバル参加協力     ７月開催予定 

（対象）市内の就学前の親子（箕田児童センター） 

・会員からの個別相談カウンセリング   随時     （対象）市内の保護者（公共施設にて） 

・子育て関連事業   年１～２回         （対象）市内の保護者（公共施設にて） 

7/2学習会 

スクールカウンセラー山田耕一先生の学習会 

居場所事業 パラデロ

○『「傾聴」での支援者の態度、在り方』のお話には

感動しました。 

○『質問するなら相手が話したいこと、知って欲しい

事を質問する。』 『「この人は、私のこと好きだな。」

そう思ってもらえるほどの関心と愛を向ける技法』は、

今の生活や仕事の中でも活かせそう。  

○「子どもの味方でいたい」そんな気持ちが芽生え、

心にストンとおちました。 

○『子どもの表面的な言動を受け取るのではなくその

元になっている気持ちを受け取る』ことが理解できた。 

○子ども達と関わる上で、大切な気づきをたくさん頂

けた気がした。            (参加者 感想) 

○『講座と皆さんとの意見交換は、パラデロのみなら

ず、生活の上でも役立つ内容でした。 

○『まず子どもの安心、安全が根っこにあること。』・・・

娘の姿を見ても納得でした。 

私の心の声（本心）と行動が一致した頃、行かせね

ば・・・が薄れると同時に、子どもの行動も変わってきた

ように思います。 

○先生が、『このお仕事をしていると、「そもそも普通っ

て何？」と思う。』と、おっしゃっていたことが心に残りまし

た。人は皆それぞれ考え方も成長も経験も違うので、

決めつけないで、ゆる～く待ってあげればいいのかなあと

思いました。 

○色々な子がいる中で難しいこともあるけれど、つかず

離れずじっくりゆっくり隣を一緒に歩いていきたい。 

○私も当事者ですが、信じて頑張っていても時に気持

ちが揺らぐ時があります。『大丈夫だよ。』と言ってもらっ

たようで、元気をいただきました。（参加者 感想） 


